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第
三
十
条　

十
二
調
子
聞
き
分
く
る
図

底
本
：
鴻
山
本
、
対
校
本
：
な
し

【
翻
刻
】 

*
□
囲
み
数
字
は
、
現
代
語
訳
・
解
説
と
対
応
す
る
。
本
条
は
長
文
の
た
め
、
便
宜
的
に
６
項
に
分
け
て
記
し
た
。

＊
1　

第
三
十　

十
二
調
子
聞
分
図

調
子
の
事
ハ
う
た
ひ
の
義
ハ
不
及
申
、
諸
音
曲
者
の
根
本
な
れ
バ
よ
く
〳
〵
御
た
し
な
ミ
有
へ
き
事
な
り
。
さ
る
に
よ
つ
て
、
今
こ
ゝ

に
ね
ん
比
に
し
る
し
進
上
申
候
。
か
へ
す
〳
〵
御
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
ら
れ
可
然
候
。

先
五
調
子
と
い
ふ
ハ
双
調
、
黄
鐘
、
平
調
、
盤
渉
、
一
越コ
ツ

、
是
也
。
第
一
の
双
調
ハ
春
の
調
子
に
て
祝
言
の
事
也
。
人
の
五
蔵（
マ
マ
・
臓
、以
下
同
）に

は
い
す
る
時
は
肝カ
ン

の
蔵
の
調
子
、
東
方
木
な
り
。
第
二
、
黄
鐘
ハ
夏
の
調
子
、
五
蔵
に
取
時
ハ
心
の
蔵
な
り
。
南
方
火
な
り
。
第
三
、

平
調
ハ
秋
の
調
子
、
う
れ
ひ
な
る
声
な
り
。
哀
傷
に
是
を
用
て
よ
し
と
い
へ
り
。
第
四
、
盤
渉
ハ
冬
の
調
子
、
五
蔵
に
は
い
す
れ
ハ
腎ジ
ン

の
蔵
な
り
。
北
方
水
な
り
。
第
五
、
一
越
こ
れ
ハ
四
季
土
用
の
調
子
、五
蔵
に
取
時
ハ
脾ヒ

な
り
。
中
央
土
な
り
。
扨
双
調
よ
り
出
た
る

調
子
か
一
調
子
有
。
鳬フ

鐘
是
な
り
。
黄
鐘
よ
り
出
た
る
調
子
か
鸞ラ
ン

調
な
り
。
平
調
よ
り
出
た
る
調
子
か
勝
絶
下
無
調
な
り
。
盤
渉
よ
り

出
た
る
調
子
か
神
仙
上
無
調
な
り
。
一
越
よ
り
出
た
る
調
子
か
断
金
な
り
。
合
テ

十
二
調
子
是
也
。
此
十
二
調
子
の
高
下
の
位
、
奥ヲ
ク

に

委
細
に
記
之
。
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2　

十
二
時
の
調
子
ハ
、
子
の
時
ハ
盤
渉
、
陽
な
り
。
丑
の
時
は
神
仙
、
陰
な
り
。
寅
の
時
ハ
鸞ラ
ン
ジ
ャ
ウ鐘
、
陽
な
り
。
卯
の
時
ハ
双
調
、

陰
な
り
。
辰
の
時
ハ
鳬
鐘
、
陽
な
り
。
巳
の
時
ハ
上
無
調
、
陰
な
り
。
午
の
時
ハ
黄
鐘
、
陽
な
り
。
未
の
時
ハ
一
越
、
陰
な
り
。
申
の

時
ハ
断
金
、
陽
な
り
。
酉
の
時
ハ
平
調
、
陰
な
り
。
戌
の
時
ハ
下
無
調
、
陽
な
り
。
亥
の
時
ハ
勝
絶
、
陰
な
り
。

3　一
、
雨
の
音
ハ
双
調
、
波
の
音
ハ
盤
渉
。
川
の
音
ハ
盤
渉
。
竹
の
ひ
ゞ
き
も
盤
渉
。
木
の
音
ハ
双
調
。
石
の
音
土
の
音
ハ
盤
渉
。
鐘
の

ひ
ゞ
き
ハ
黄
鐘
調
な
り
。
雷
の
ひ
ゝ
き
盤
渉
。
魚
の
音
ハ
平
調
。
風
も
平
調
な
り
。
又
双
調
ハ
是
濁
晴
発ハ
ツ

心
門
の
調
子
。
平
調
ハ
菩
提

の
調
子
。
盤
渉
ハ
涅
槃
の
調
子
な
り
。
一
越
ハ
方
便
の
調
子
な
り
。

　

角　

徴　

宮　

商　

羽　

角
ハ
双
調　
（
徴
ハ
）
黄
鐘　

宮
ハ
一
越　

商
ハ
平
調　

羽
ハ
盤
渉

　
　

角
ハ
色
青
シ

味
酸ス
シ　

徴
ハ
色
赤
味
苦　

宮
ハ
色
黄
味
甘
シ　

商
ハ
色
白
味
辛カ
ラ
シ　

羽
ハ
色
黒
味
鹹シ
ハ
ハ
ユ
シ　

　
　

五
蔵
に
と
れ
バ　

肝カ
ン　

心シ
ン　

脾ヒ　

肺ハ
イ　

腎ジ
ン　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

双　

  

黄　

   

一　

   

平　

   

盤

4　一
、
角　

双
調
の
く
ら
ひ
ハ
口
に
あ
て
ゝ
い
き
を
つ
き
い
だ
せ
ハ
是
双
調
の
声
な
り
。

一
、
徴　

黄
鐘
の
く
ら
ひ
ハ
舌
に
い
き
を
あ
て
声
を
出
す
。
又
曰
右
の
人
指
ゆ
び
に
て
吟
す
る
と
き
鼻
へ
ひ
ゞ
け
ハ
是
黄
鐘
調
也
。

一
、
宮　

一
越
の
く
ら
ひ
ハ
は
な
に
い
き
を
あ
て
調
子
に
あ
へ
バ
一
越
な
り
。
又
曰
み
ゝ
に
ひ
ゞ
け
バ
是
則
一
こ
つ
で
う
な
り
。

一
、
商　

平
調
の
く
ら
ひ
ハ
の
ど
に
あ
て
ゝ
い
き
を
つ
き
い
だ
せ
バ
是
則
平
調
な
り
。
又
曰
は
な
す
ぢ
へ
ひ
ゞ
け
ハ
平
調
な
り
。

一
、
羽　

盤
渉
の
く
ら
ひ
ハ
右
の
手
の
人
指
に
て
吟
す
る
時
ひ
た
ひ
に
ひ
ゝ
け
ハ
是
則
ば
ん
し
き
な
り
。
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5　一
、時
の
調
子
を
吟
す
る
事
専
一
な
り
。
口
を
ふ
さ
ぎ
は
な
い
き
は
か
り
に
て
人
の
き
か
ぬ
や
う
に
う
な
つ
て
み
れ
ハ
其
相
応
の
調
子

か
な
ら
す
通
す
る
事
な
り
。其
調
子
に
や
か
て
う
た
ひ
出
す
れ
ハ
大
か
た
よ
し
。但
無
法
に
う
な
り
て
追
付
声
を
出
す
へ
か
ら
す
。能
々

御
か
つ
て
ん
尤
に
候
。返
す
〳
〵
う
な
り
て
み
る
と
き
は
れ
か
ま
し
き
坐
敷
な
と
に
て
人
の
み
ゝ
に
た
つ
や
う
に
御
吟
し
あ
る
へ
か
ら

す
。

一
、
春
の
調
子　

双
調

一
、
夏
の
調
子　

黄
鐘

一
、
秋
の
調
子　

平
鐘　

乍
去
此
秋
調
、
座
敷
に
よ
り
人
数
に
よ
り
又
大
場
な
と
に
て
ハ
殊
之
外
ひ
き
く
聞
ゆ
る
事
有
。
其
時
は
平
調

に
う
た
ひ
出
す
共
中
程
よ
り
双
調
に
あ
げ
て
を
は
り
を
又
平
調
に
下
て
う
た
ひ
納
む
へ
し
。
秋
の
調
子
ハ
ひ
く
き
も
の
也
。
此
時
節
ハ

よ
ろ
つ
も
の
わ
ひ
敷
時
な
れ
ハ
調
子
の
た
か
き
ハ
を
の
つ
か
ら
相
応
せ
ぬ
も
の
な
り
。

一
、
冬
の
調
子　

盤
渉　

乍
去
此
調
子
時
に
よ
り
座
敷
に
よ
り
あ
ま
り
に
高
す
ぎ
又
声
た
し
か
な
ら
ぬ
ハ
気
を
う
し
な
ふ
事
お
ほ
し
。

双
調
か
黄
鐘
く
ら
ひ
に
は
し
め
謡
出
し
し
ま
ひ
の
時
分
盤
渉
に
あ
げ
て
お
さ
む
る
事
こ
れ
な
ら
ひ
な
り
。は
し
め
盤
渉
に
う
た
ひ
出
し

追
付
黄
鐘
か
双
調
か
に
さ
げ
て
う
た
ひ
末
に
て
は
ん
し
き
に
納
め
申
事
式
法
な
り
。さ
れ
と
も
こ
れ
ハ
大
せ
い
の
時
成
か
た
き
物
に
て

御
座
候
。

一
、
調
子
ハ
ひ
き
く
と
も
声
た
か
き
や
う
に
き
こ
え
さ
せ
ん
と
お
も
ふ
時
ハ
声
を
よ
こ
へ
大
き
に
う
た
ひ
て
よ
し
。

6一
、
十
二
調
子
聞
し
る
ゝ
ふ
き
も
の
さ
ま
〳
〵
御
座
候
へ
と
も
む
つ
か
し
き
の
ミ
お
ほ
し
。今
此
下
の
図
ハ
一
重ヘ

切
尺
八
の
五
穴
を
以

て
十
二
調
子
を
御
覚
ヘ
あ
る
へ
く
候
。
是
ハ
し
り
や
す
き
も
の
に
て
御
入
候
。
此
く
ろ
き
丸
ハ
尺
八
の
穴
を
指
に
て
ふ
さ
ぐ
な
り
。
白

き
ハ
ゆ
び
を
の
く
べ
し
。
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乍
去
尺
八
に
か
き
ら
す
何
れ
の
ふ
き
物
も
其
切
手
作
意
に
よ
つ
て
調
子
不
同
有
。
可
レ

付
レ

心
。

●　

●　

●　

○　

○　

壱
越

●　

●　

○　

●　

●　

断
金

●　

●　

○　

○　

○　

平
調

●　

○　

●　

●　

○　

勝
絶

●　

○　

●　

○　

●　

下
無
調

●　

○　

●　

○　

○　

双
調

●　

○　

○　

○　

○　

鳧
鐘

●　

○　

●　

●　

●　

黄
鐘

○　

○　

○　

○　

○　

鸞
調

○　

○　

●　

●　

●　

盤
渉

○　

●　

●　

●　

○　

神
仙

○　

●　

●　

○　

○　

上
無
調

右
十
二
調
子
以
二

尺
八
一

如
レ

此
吟
じ
こ
ゝ
ろ
む
る
時
ハ
大
や
う
無
相
違
候
。
し
か
れ
と
も
世
間
に
調
子
の
あ
ハ
ぬ
尺
八
お
ほ
し
。
可

レ

見
レ

考
。
又
一
説
に

黄
鐘
ハ

○　

●　

●　

●　

●



─ 265 ─

うたひ鏡　下巻

又
笛
に
て
聞
し
り
た
き
時
ハ

下
ゲ　
　　
○　

壹

干
カ
ン　　
○　

平　

断

五
ゴ　
　　
○　

下　

勝

上
ジ
ャ
ウ　
○　

双

夕
サ
ク　　
○　

黄　

鳧

中
チ
ウ　　
○　

盤　

鸞

六
ロ
ク　　
○　

上　

神

口
ク　
　　
○

【
現
代
語
訳
】

1　

第
三
十　

十
二
調
子
（
十
二
律
）
を
聞
き
分
け
る
基
準

調
子
の
事
は
、
謡
の
場
合
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
諸
々
の
音
曲
に
携
わ
る
者
の
根
本
な
の
で
、
よ
く
よ
く
心
得
な
さ
る
べ
き
事
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
今
こ
こ
に
詳
し
く
記
し
申
し
上
げ
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
心
に
留
め
て
し
か
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

【
校
異
】

対
校
本
な
し
。
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ま
ず
五
調
子
と
い
う
の
は
、
双そ
う
じ
ょ
う調
ｇ
・
黄お
う
し
き鐘
ａ
・
平ひ
ょ
う
じ
ょ
う調
ｅ
・
盤ば
ん
し
き渉
ｂ
・
一い
ち
こ
つ越
ｄ
で
あ
る
。
第
一
の
双
調
は
春
の
調
子
な
の
で
、
祝

言
の
曲
調
で
あ
る
。
人
の
五
臓
に
配
す
る
時
は
、
肝
臓
の
調
子
で
、（
方
角
は
）
東
方
、（
五
行
は
）
木
で
あ
る
。
第
二
の
黄
鐘
は
夏
の

調
子
、
五
臓
に
取
る
と
き
は
心
臓
で
あ
る
。
南
方
、
火
で
あ
る
。
第
三
の
平
調
は
秋
の
調
子
、
憂
い
な
る
声
で
あ
る
。
哀
傷
の
曲
調
に

是
を
用
い
て
よ
い
、
と
い
わ
れ
る
。
第
四
の
盤
渉
は
冬
の
調
子
、
五
臓
に
配
す
れ
ば
腎
臓
で
あ
る
。
北
方
、
水
で
あ
る
。
第
五
の
一

越
、
是
は
四
季
土
用
の
調
子
で
、
五
臓
に
取
る
と
き
は
脾
（
臓
）
で
あ
る
。
中
央
、
土
で
あ
る
。
さ
て
、
双
調
ｇ
よ
り
派
生
す
る
調
子

が
一
調
子
あ
る
。
そ
れ
は
鳬ふ
し
ょ
う鐘
ｇ
＃
で
あ
る
。
黄
鐘
ａ
よ
り
派
生
す
る
調
子
が*

鸞
調
で
あ
る
。
平
調
よ
り
派
生
す
る
の
が
勝し
ょ
う
ぜ
つ絶
ｆ
・

下し
も
む無
調
ｆ
＃
で
あ
る
。
盤
渉
ｂ
か
ら
派
生
す
る
調
子
が
神し
ん
せ
ん仙
ｃ
・
上か
み
む無
調
ｃ
＃
で
あ
る
。
一
越
ｄ
よ
り
派
生
す
る
調
子
が
断
金
ｄ
＃
で

あ
る
。
合
わ
せ
て
十
二
調
子
と
な
る
。
此
の
十
二
調
子
の
高
下
の
位
に
つ
い
て
は
こ
れ
よ
り
詳
し
く
記
す
。 

*

鸞ら
ん
け
い鏡
ａ
＃
の
誤
り
ヵ
。

2　
（
昼
夜
）
十
二
時
の
調
子
は
、子
の
時
は
盤
渉
ｂ
、陽
で
あ
る
。
丑
の
時
は
神
仙
ｃ
、陰
で
あ
る
。
寅
の
時
は
鸞
調
（
鸞
鏡
）
ａ
＃
、

陽
で
あ
る
。
卯
の
時
は
双
調
ｇ
、
陰
で
あ
る
。
辰
の
時
は
鳬
鐘
ｇ
＃
、
陽
で
あ
る
。
巳
の
時
は
上
無
調
ｃ
＃
、
陰
で
あ
る
。
午
の
時
は

黄
鐘
ａ
、
陽
で
あ
る
。
未
の
時
は
一
越
ｄ
、
陰
で
あ
る
。
申
の
時
は
断
金
ｄ
＃
、
陽
で
あ
る
。
酉
の
時
は
平
調
ｅ
、
陰
で
あ
る
。
戌
の

時
は
下
無
調
ｆ
＃
、
陽
で
あ
る
。
亥
の
時
は
勝
絶
ｆ
、
陰
で
あ
る
。

3　

一
、
雨
の
音
は
双
調
、
波
の
音
は
盤
渉
。
川
の
音
は
盤
渉
。
竹
の
響
き
も
盤
渉
。
木
の
音
は
双
調
。
石
の
音
、
土
の
音
は
盤
渉
。

鐘
の
響
き
は
黄
鐘
で
あ
る
。
雷
の
響
き
は
盤
渉
。
魚
の
音
は
平
調
で
あ
る
。
又
、
双
調
は
是*

濁
晴
発
心
門
（
東
門
）
の
調
子
。
平
調

は
菩
提
（
西
門
）
の
調
子
。
盤
渉
は
涅
槃
（
北
門
）
の
調
子
で
あ
る
。
壱
越
は
方
便
（
門
）
の
調
子
で
あ
る
。 

　

*

濁
清
ヵ
。

角
・
徴
・
宮
・
商
・
羽　

角
は
双
調
、（
徴
は
）
黄
鐘
、
宮
は
一
越
、
商
は
平
調
、
羽
は
盤
渉
。
角
は
青
く
、
酸
い
。
徴
は
赤
く
、
苦

い
。
宮
は
黄
色
で
甘
い
。
商
は
白
く
、
辛
い
。
羽
は
黒
く
、
し
お
か
ら
い
。
五
臓
に
割
り
当
て
れ
ば
、
肝
（
双
調
）・
心
（
黄
鐘
）・
脾

（
壱
越
）・
肺
（
平
調
）・
腎
（
盤
渉
）
で
あ
る
。
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4一
、
角　

双
調
の
位
は
、
口
に
当
て
て
息
を
突
き
出
せ
ば
、
こ
れ
は
双
調
の
声
で
あ
る
。

一
、
徴　

  
黄
鐘
の
位
は
、
舌
に
息
を
当
て
て
声
を
出
す
。
又
い
わ
く
、
右
の
人
指
で
吟
ず
る
と
き
、
鼻
へ
響
け
ば
こ
れ
は
黄
鐘
調
で
あ

る
。

一
、
宮　

  

壱
越
の
位
は
、
鼻
に
息
を
当
て
調
子
に
合
え
ば
壱
越
で
あ
る
。
又
い
わ
く
、
耳
に
響
け
ば
こ
れ
は
即
ち
壱
越
調
で
あ
る
。

一
、
商　

  

平
調
の
位
は
、
喉
に
当
て
て
息
を
突
き
出
せ
ば
、
こ
れ
は
即
ち
平
調
で
あ
る
。
又
曰
く
、
鼻
筋
に
響
け
ば
平
調
で
あ
る
。

一
、
羽　

盤
渉
の
位
は
、
右
の
手
の
人
指
に
て
吟
ず
る
時
に
、
額
に
響
け
ば
こ
れ
即
ち
盤
渉
で
あ
る
。

5一
、時
の
調
子
を
（
場
に
相
応
し
く
）
吟
ず
る
こ
と
は
第
一
で
あ
る
。
口
を
塞
ぎ
鼻
息
だ
け
で
他
人
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
唸
っ
て
み

れ
ば
、
そ
れ
相
応
の
調
子
に
必
ず
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
調
子
の
ま
ま
謡
い
出
せ
ば
大
方
良
い
。
た
だ
し
、
む
や
み
に
唸
っ
て
す

ぐ
に
声
を
出
し
て
は
い
け
な
い
。
よ
く
よ
く
わ
き
ま
え
て
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
く
れ
ぐ
れ
も（
調
子
を
確
認
す
る
た
め
に
秘
か

に
）
唸
っ
て
み
る
と
き
は
、
晴
れ
が
ま
し
い
座
敷
な
ど
で
人
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
よ
う
に
は
吟
じ
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
に
。

一
、
春
の
調
子
は
双
調

一
、
夏
の
調
子
は
黄
鐘

一
、
秋
の
調
子
は
平
鐘
（
平
調
）　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
秋
の
調
子
は
、
座
敷
や
人
数
に
よ
っ
て
、
ま
た
広
い
場
所
で
は
殊
の
外
低

く
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
は
、
平
調
ｅ
で
謡
い
出
し
た
と
し
て
も
、
中
程
か
ら
双
調
ｇ
に
上
げ
て
、
終
わ
り
を
ま
た
平
調

に
下
げ
て
謡
い
納
め
る
べ
き
で
あ
る
。
秋
の
調
子
は
低
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
時
節
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
侘
し
い
と
き
な
の
で
、調
子

が
高
い
の
は
お
の
ず
と
相
応
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
、
冬
の
調
子
は
盤
渉
ｂ
。
し
か
し
な
が
ら
、
此
の
調
子
は
、
時
と
場
所
（
座
敷
）
に
よ
っ
て
あ
ま
り
に
高
す
ぎ
る
し
、
ま
た
声
が
安
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定
し
な
い
と
意
気
阻
喪
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
双
調
ｇ
か
黄
鐘
ａ
く
ら
い
に
始
め
て
謡
い
出
し
、終
り
の
こ
ろ
に
盤
渉
に
上
げ
て

納
め
る
事
が
秘
訣
で
あ
る
。
初
め
盤
渉
に
謡
い
出
し
、
す
ぐ
に
黄
鐘
か
双
調
に
下
げ
て
謡
い
、
末
で
盤
渉
に
納
め
る
と
い
う
こ
と
は
お

決
ま
り
の
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
大
勢
の
時
に
は
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。

一
、
調
子
は
低
い
け
れ
ど
も
声
が
高
い
よ
う
に
聞
か
せ
よ
う
思
う
と
き
は
、
声
を
横
へ
大
い
に
（
太
く
強
く
）
謡
う
と
よ
い
。

6　

十
二
調
子
（
十
二
律
）
を
聞
き
分
け
る
吹
き
物
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、難
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
今
（
こ
こ
に
示
す
）
以
下

の
図
は
一
重
切
（
一ひ
と
よ
ぎ
り

節
切
）
尺
八
の
五
穴
を
以
て
十
二
調
子
（
十
二
律
）
を
理
解
す
る
（
聞
き
分
け
る
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
（
音
高
が
）
分
か
り
や
す
い
も
の
な
の
で
、お
入
れ
し
ま
し
た
。
此
の
黒
い
●
は
尺
八
の
孔
を
指
で
ふ
さ
ぐ
印
で
あ
る
。
白
い
○
は

指
を
外
す
印
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
吹
き
物
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
切
り
手
（
楽
器
の
作
り
手
）
や
製
作
の
意
図
に
よ
っ
て
調
子
は
同
じ
で
は
な

い
。
気
を
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。（
図
略
）

右
の
十
二
調
子
（
十
二
律
）
に
つ
い
て
、
尺
八
を
も
っ
て
こ
の
よ
う
に
吟
じ
て
み
る
時
は
、
お
お
よ
そ
違
い
は
無
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
世
間
に
は
調
子
が
合
わ
な
い
尺
八
が
多
い
。
よ
く
考
え
る
（
吟
味
す
る
）
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
、
黄
鐘
は
（
図

略
）

ま
た
、
笛
（
横
笛
）
に
よ
っ
て
聞
き
知
り
た
い
（
音
を
確
か
め
た
い
）
と
き
は
（
図
略
）

【
解
説
】

1　

本
朝
の
五
調
子
を
季
節
（
春
夏
秋
冬
土
用
）・
五
行
（
木
火
土
金
水
）・
方
位
（
東
西
南
北
中
央
）・
五
臓
（
肝
心
脾
肺
腎
）
に
配

す
る
が
、
平
調
の
方
位
・
五
行
・
五
臓
に
関
す
る
記
述
を
欠
く
。
双
調
・
平
調
の
み
能
の
五
音
（
祝
言
・
哀
傷
）
に
も
配
す
る
。
こ
れ
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は
、
中
国
に
お
け
る
五
行
説
を
背
景
と
し
て
、
平
安
期
の
宮
廷
社
会
に
浸
透
し
た
五
行
と
調
子
の
関
係
で
、
安
然
『
悉
曇
蔵
』
巻
第
二

（
八
八
〇
）、
源
為
憲
『
口
遊
』
人
倫
門
（
五
臓
）・
音
楽
門
（
九
七
〇
）
以
降
、
中
世
の
楽
書
や
声
明
の
音
律
論
書
に
多
く
見
ら
れ
る
。

続
い
て
、
五
調
子
（
双
調
・
黄
鐘
・
平
調
・
盤
渉
・
壱
越
）
の
音
位
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
以
外
を
派
生
音
と
み
な
し
、
十
二
律
す

べ
て
の
音
高
を
示
す
。
派
生
音
は
直
近
の
五
調
子
よ
り
一
律
な
い
し
二
律
高
い
音
位
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、笛
の
孔
名
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
安
然
『
悉
曇
蔵
』
に
お
い
て
、
五
声
（
宮
商
角
徴
羽
）
以
外
の
二
孔
を
「
塩
梅
」（
無
條
）
と
す
る
考
え
方
に
近
い
。

2　

和
名
の
十
二
律
を
陰
陽
と
十
二
支
に
配
し
、
昼
夜
の
時
刻
に
割
り
当
て
た
も
の
。『
八
帖
花
伝
書
』
巻
二
﹇
時
の
調
子
の
事
﹈
に

同
様
の
記
述
が
あ
る
（『
古
代
中
世
芸
術
論
』、五
二
七
頁
）。
奈
良
時
代
に
吉
備
真
備
が
唐
よ
り
招
来
し
た
『
楽
書
要
録
』
巻
第
六
﹇
紀

律
呂
﹈
で
は
、
律
を
陽
、
呂
を
陰
と
し
て
、
十
二
律
を
十
二
月
（
十
二
支
）
に
割
り
当
て
る
。
す
な
わ
ち
、
子-

黄
こ
う
し
ょ
う鐘
﹇
律
﹈・
丑-

大
呂
﹇
呂
﹈・
寅-

太
簇
﹇
律
﹈・
卯-

夾
鐘
﹇
呂
﹈
…
の
よ
う
に
、
律
呂
交
互
に
半
音
ず
つ
上
が
る
（
高
瀬
二
〇
〇
七
、
七
七
頁
）。『
う

た
ひ
鏡
』
や
『
八
帖
花
伝
書
』
で
は
十
二
律
の
配
列
が
音
階
順
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
呂
律
の
解
釈
も
中
国
の
そ
れ
と
異
な
る
。

「
時
の
調
子
」
に
つ
い
て
、本
朝
に
お
い
て
は
大
神
基
政
撰
『
龍
鳴
抄
』（
一
一
三
三
）
に
「
時
の
こ
ゑ
」
と
し
て
季
節
と
調
子
の
対

応
関
係
が
見
ら
れ
、
鹿
や
鳥
、
虫
の
声
な
ど
に
出
会
う
こ
と
も
「
時
の
声
」
と
す
る
が
、「
た
ゞ
し
六
時
を
六
調
子
に
あ
て
な
ど
す
る

こ
と
は
い
と
も
な
ら
は
ず
。
み
え
た
る
文
も
な
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
う
た
が
ふ
人
も
あ
り
。」（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
、
二
五
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
昼
夜
の
時
刻
に
具
体
的
な
調
子
を
当
て
て
い
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
狛
近
真
『
教
訓
抄
』
巻
第
八
（
一
二
三
三
）
に
お
い
て
は
、『
龍
鳴
抄
』
と
同
内
容
を
引
き
つ
つ
、
十
二
調
子
を
「
壱

越
調
﹇
呂
﹈　

壱
越
性
調
律　

平
調
律　

性
調
律　

乞
食
調
呂　

道
調
律　

双
調
呂　

黄
鐘
調
律　

水
調
呂　

盤
渉
調
律　

太
食
調
呂　

沙
陀
調
呂

」
と

し
、「
コ
レ
ハ
以
前
ニ
申
ツ
ル
十
二
時
ニ
ア
ツ
ベ
シ
」
と
あ
る
（『
古
代
中
世
芸
術
論
』、
一
五
三
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
い
う

「
十
二
調
子
」
と
は
、
一
律
ず
つ
音
高
が
異
な
る
「
十
二
律
」
で
は
な
く
、「
十
二
種
の
音
階
」
で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。
つ
づ
い
て

『
教
訓
抄
』
で
は
、『
楽
書
要
録
』
の
如
く
十
二
の
月
を
「
正
月
盤
渉
調
律　

二
月
神
仙
調
呂　

三
月
鳳
音
調
律

…
」
の
よ
う
に
一
律
ず
つ
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音
高
を
上
げ
て
和
名
の
十
二
律
に
当
て
て
い
る
。
但
し
、
四
月
壱
越
調
ｄ
の
次
が
五
月
鸞
鏡
調
ａ
＃
と
な
り
、
十
一
月
黄
鐘
調
ａ
の
次

が
十
二
月
断
金
調
ｄ
＃
の
よ
う
に
、
鸞
鏡
と
断
金
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
カ
ク
ハ
ア
テ
タ
レ
ド
モ
、
一
切
ニ
シ
ラ
ヌ
事

ニ
侍
ド
モ
、
古
キ
物
ニ
シ
ル
シ
テ
侍
バ
、
シ
ル
ス
バ
カ
リ
ナ
リ
」（
右
同
、
一
五
三
頁
）
と
あ
り
、
上
記
の
十
二
調
子
と
時
刻
・
月
と

の
関
係
は
、
当
時
実
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
う
た
ひ
鏡
』
お
よ
び
『
八
帖
花
伝
書
』
の
十
二
支
（
時
刻
）
と
音
律
と
の
関
係
は
、
恐
ら
く
方
角
と
対
応
さ
せ
た
独
自
の
解
釈
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
子
（
北
）
＝
盤
渉
、
卯
（
東
）
＝
双
調
、
午
（
南
）
＝
黄
鐘
、
酉
（
西
）
＝
平
調
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
音
位

（
派
生
音
）
は
、
東
西
南
北
の
調
子
に
お
お
よ
そ
隣
り
合
っ
て
配
さ
れ
て
い
る
。

3　

本
朝
の
五
調
子
を
自
然
界
の
事
物
に
準
え
て
お
り
、『
八
帖
花
伝
書
』（『
古
代
中
世
芸
術
論
』、
五
二
八
頁
）
に
同
様
の
記
述
が
あ

る
が
、
こ
れ
も
ま
た
独
特
で
あ
る
。
例
え
ば
「
土
の
音
は
盤
渉
」
と
あ
る
が
、
五
行
説
に
準
え
れ
ば
、
土
は
「
壱
越
」
に
相
当
す
る
。

こ
れ
ら
が
何
を
典
拠
と
す
る
か
定
か
で
な
い
が
、恐
ら
く
能
作
品
の
背
景
と
な
る
季
節
や
事
物
を
具
体
的
に
想
起
し
て
の
記
述
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
自
然
物
の
な
か
に
「
鐘
の
響
き
は
黄
鐘
」
と
唐
突
に
人
工
物
が
紛
れ
て
い
る
の
は
、
道
成
寺
や
三
井
寺
の
よ
う
な
鐘
に

ま
つ
わ
る
演
目
を
想
起
し
て
の
こ
と
か
。
ま
た
、『
徒
然
草
』
第
二
二
〇
段
に
「
お
よ
そ
、
鐘
の
声
は
黄わ
う
し
き
で
う

鐘
調
な
る
べ
し
」（『
徒
然
草 

四
』、
一
五
九
頁
）
と
す
る
当
時
の
通
念
に
基
づ
く
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

つ
づ
い
て
、
仏
教
の
四
門
（
密
教
の
修
行
の
階
程
と
し
て
東
南
西
北
に
配
し
て
説
く
）
に
調
子
を
当
て
て
い
る
。
濁
晴
は
「
濁
清
」

の
音
写
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
こ
の
語
が
音
韻
と
の
関
係
を
示
す
も
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ
こ
に
挿
入
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

五
声
と
五
色
・
五
味
・
五
臓
の
対
応
関
係
は
五
行
説
に
基
づ
く
解
釈
で
、『
悉
曇
蔵
』
や
『
管
絃
音
義
』
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
五

調
子
を
宮
（
壱
越
／
六
）・
商
（
平
調
／
干
）・
角
（
双
調
／
上
）・
徴
（
黄
鐘
／
夕
）・
羽
（
盤
渉
／
中
）
の
五
声
に
配
す
る
の
は
、
日

本
の
音
律
論
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
安
然
の
『
悉
曇
蔵
』
に
遡
る
（
大
正
蔵
八
四
巻
、
三
八
二
頁
中
）。
中
国
の
三
分
損
益
法
に
も
と
づ
く

五
声
の
音
律
は
、
壱
越
が
宮
な
ら
ば
角
の
音
が
下
無
ｆ
＃
に
な
る
た
め
、
安
然
の
「
角
＝
霜
條
ｇ
」
は
日
本
独
特
の
解
釈
で
あ
り
、
律
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音
階
の
先
駆
と
も
い
わ
れ
る
。
以
後
、『
懐
竹
抄
』（
伝
大
神
惟
季
﹇
一
〇
二
九－

九
四
﹈
撰
）（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
、
六
三
頁
）

や
湛
智
『
声
明
用
心
集
』（
一
二
三
三
）（『
続
天
台
宗
全
書　

法
儀
Ⅰ
』、
二
六
八
頁
）
に
お
い
て
、
安
然
説
が
笛
図
を
伴
っ
て
引
用
さ

れ
て
い
る
。

4　

五
調
子
お
よ
び
五
声
（
宮
商
角
徴
羽
）
が
、
人
体
の
ど
の
器
官
を
通
っ
て
音
を
発
す
る
（
響
く
）
の
か
説
い
た
も
の
で
、『
う
た

ひ
鏡
』
第
二
十
五
条
の
冒
頭
部
と
も
関
連
す
る
。
内
容
は
『
八
帖
花
伝
書
』﹇
五
音
引
合
す
る
事
﹈（『
古
代
中
世
芸
術
論
』、
五
二
八

頁
）
に
類
似
し
た
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
同
書
で
は
徴
を
盤
渉
、
羽
を
黄
鐘
と
す
る
誤
り
や
、
別
項
（
同
書
、
五
三
二
頁
）
で
は
異
な

る
器
官
を
あ
て
る
な
ど
一
貫
性
を
欠
き
、『
う
た
ひ
鏡
』
で
は
こ
れ
ら
が
錯
綜
し
た
矛
盾
の
多
い
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
共
鳴

部
位
の
う
ち
「
ひ
た
ひ
（
額
）」
を
当
て
て
い
る
の
は
『
う
た
ひ
鏡
』
の
み
で
あ
る
。
五
臓 

と
五
竅
（
五
感
を
司
る
器
官
）
の
関
係
を

対
比
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
解
釈
は
多
様
で
あ
る
（『
口
遊
注
解
』﹇
人
倫
門
﹈、
一
五
五
頁
、
表
3
「
五
臓
傍
通
一
覧
」
よ
り
抜
粋
）。

　
　
『
う
た
ひ
鏡
』　　
　
　
　
　
　

そ
の
他

口
（
双
調
）

│
角
│ 

肝　
↔

目
（
口
遊
／
白
虎
通
／
五
行
大
義
）

舌
・
鼻
（
黄
鐘
）
│
徴
│ 

心　
↔

口
（
口
遊
）、
耳
（
白
虎
通
）、
舌
（
五
行
大
義
）

鼻
・
耳
（
壱
越
）
│
宮
│ 

脾　
↔

舌
（
口
遊
）、
口
（
白
虎
通
）、
口
唇
（
五
行
大
義
）

喉
・
鼻
（
平
調
）
│
商
│ 

肺　

↔

鼻
（
口
遊
／
白
虎
通
／
五
行
大
義
）

額
（
盤
渉
）

│
羽
│ 

腎　

↔

耳
（
口
遊
／
五
行
大
義
）、
双
竅
（
白
虎
通
）

﹇
引
用
者
注
﹈『
悉
曇
蔵
』
に
お
け
る
五
根
と
五
音
と
の
関
係
は
「
眼
耳
鼻
舌
身
（
角
宮
商
羽
徴
）」、
五
處
と
は
「
喉
顎
舌
歯
唇
（
宮
商
角
徴
羽
）」
の

よ
う
に
対
応
す
る
（
大
正
蔵
八
四
巻
、
三
八
一
頁
中
）。
ま
た
、
笛
孔
と
の
対
応
を
「
口
六
干
上
夕
中
者
是
宮
商
角
徴
羽
即
喉
顎
舌
歯
唇
。」
と
示
す
（
大
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正
蔵
八
四
巻
、
三
八
四
頁
中
）。

5　

こ
こ
ま
で
は
、
古
楽
書
等
に
基
づ
い
て
十
二
律
や
呂
律
に
言
及
す
る
も
誤
謬
が
多
く
、
観
念
論
的
見
解
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
本

項
か
ら
は
謡
の
実
践
の
場
に
即
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。「
時
の
調
子
を
吟
ず
る
」
と
は
、「
演
じ
る
場
に
応
じ
た
音
位
」
と
い
っ
た

意
ヵ
。
五
行
説
に
基
づ
く
「
時
の
調
子
」
を
各
季
節
の
趣
に
準
え
、会
場
の
広
さ
や
人
数
な
ど
を
考
慮
し
た
「
場
に
相
応
し
い
」
謡
の

音
位
と
そ
の
実
践
法
を
説
く
。『
八
帖
花
伝
書
』
巻
二
﹇
時
の
調
子
を
吟
ず
る
や
う
の
事
﹈
に
は
「
是
を
時
の
調
子
、
座
敷
相
応
の
調

子
と
言
ヘ
リ
。
笛
な
き
と
き
の
事
也
」（『
古
代
中
世
芸
術
論
』、
五
三
六
頁
）
と
あ
り
、
楽
器
に
頼
ら
ず
に
音
位
を
取
る
方
法
を
述
べ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
盤
渉
↓
黄
鐘
↓
双
調
↓
平
調
の
順
に
、
盤
渉
ｂ
が
最
も
高
く
、
平
調
Ｅ
が
最
も
低
い
調
子
と
捉

え
る
。「
気
を
失
ふ
」
と
は
、（
思
っ
た
よ
う
に
声
が
出
せ
ず
）
意
気
阻
喪
す
る
の
意
で
、『
風
姿
花
伝
』
第
一 

年
来
稽
古
条
々
「
十
七
八

よ
り
」
に
、
変
声
期
を
迎
え
て
第
一
の
花
が
失
せ
、「
手
立
て
変
り
ぬ
れ
ば
、

│
」（『
世
阿
彌 

禅
竹
』、
一
六
頁
）
と
い
う
類
例
が

あ
る
。「
よ
こ
（
横
）
へ
大
き
に
」
と
は
、
謡
の
発
声
法
を
表
す
「
横
主
（
竪
）」
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
横
」
は
太
く
強

い
声
を
、「
主
」
は
弱
く
細
や
か
な
声
を
さ
す
。

6　

律
管
や
調
子
笛
の
よ
う
に
十
二
律
を
聞
き
分
け
る
方
法
と
し
て
、一
重
切
（
一ひ
と
よ
ぎ
り

節
切
と
同
義
。
以
下
「
一
節
切
」
と
称
す
）
尺
八

の
指
孔
開
閉
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
。「
し
り
や
す
き
も
の
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
節
切
は
『
う
た
ひ
鏡
』
成
立
期
に
は
手
に
し

や
す
い
楽
器
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
八
帖
花
伝
書
』﹇
四
穴
吹
様
の
事
﹈（『
古
代
中
世
芸
術
論
』、
五
三
〇
頁
）
に
は
、
四
穴
に

よ
る
十
二
律
に
つ
づ
き
、『
う
た
ひ
鏡
』
と
同
様
の
五
穴
の
開
閉
（
○
●
）
に
よ
る
十
二
律
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
一
節
切
」

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
四
穴
は
吹
き
物
で
は
な
く
、
指
孔
を
左
手
で
押
さ
え
た
状
態
で
耳
に
近
づ
け
、
管
の
下
端
の
紙
な
い

し
薄
板
で
閉
じ
た
部
分
を
指
で
弾
い
て
音
を
出
し
、
音
高
を
確
認
す
る
も
の
で
、
箏
の
調
絃
に
用
い
ら
れ
る
（『
日
本
音
楽
大
事
典
』

﹇
四
穴
﹈
項
）。
四
穴
に
類
似
し
た
図
が
「
一
竹
之
図
」
と
し
て
『
魚
山
私
鈔
（
魚
山
蠆
芥
集
）』
に
所
収
（
大
正
蔵
八
四
巻
、
八
四
二



─ 273 ─

うたひ鏡　下巻

頁
中
）。

十
七
世
紀
初
頭
以
前
、
一
節
切
に
は
様
々
な
管
長
が
あ
り
、
筒
音
（
全
孔
を
塞
い
だ
音
）
の
音
名
で
壱
越
切
・
平
調
切
・
双
調
切
・

黄
鐘
切
・
盤
渉
切
の
五
種
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
黄
鐘
切
が
標
準
と
な
り
、
十
七
世
紀
以
後
は
一
節
切
と
い
え
ば
黄
鐘
切
を

指
す
に
至
る
（『
日
本
音
楽
大
事
典
』「
一
節
切
」
項
）。
本
図
を
仮
に
黄
鐘
切
と
す
る
な
ら
ば
、
黄
鐘
は
全
孔
が
塞
が
れ
る
は
ず
だ
が

一
孔
開
い
て
お
り
、
十
二
律
中
で
全
孔
塞
が
れ
た
音
律
が
ひ
と
つ
も
無
い
。
四
穴
は
十
二
律
を
聞
き
分
け
る
音
具
と
さ
れ
る
が
、
一
節

切
は
半
音
を
含
ん
だ
音
階
を
吹
く
の
に
適
さ
な
い
た
め
（『
日
本
音
楽
大
事
典
』「
一
節
切
」
項
よ
り
）、
実
際
に
十
二
律
を
吹
き
分
け

ら
れ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

笛
図
は
雅
楽
の
龍
笛
と
思
わ
れ
る
が
、
図
に
い
く
つ
か
誤
り
が
あ
る
。
孔
名
「
下
」
は
「
ン
（
次
）」
で
音
高
は
断
金
ｄ
＃
、「
六
」

が
壱
越
ｄ
に
な
る
。
奏
法
上
現
れ
る
「
下
」
の
指
遣
い
は
中
と
六
の
間
の
音
を
出
す
も
の
で
、神
仙
ｃ
と
上
無
ｃ
＃
音
の
二
音
を
当
て

る
。「
口
」
は
図
の
よ
う
な
吹
口
の
意
で
は
な
く
、
す
べ
て
孔
を
塞
い
だ
音
で
ｃ
＃
と
な
る
。

【
参
考
資
料
】

 

調
子
・
十
二
律
・
律
呂
﹇
中
国
﹈）

●
『
風
姿
花
伝
』﹇
十
七
八
よ
り
﹈（
日
本
思
想
大
系
『
世
阿
弥 
禅
竹
』、
一
六
頁
）

先
、
声
変
り
ぬ
れ
ば
、
第
一
の
花
失
せ
た
り
。
…
（
中
略
）
…
そ
う
じ
て
、
調
子
は
声
﹇
に
よ
る
﹈
と
い
へ
ど
も
、
黄
鐘
・
盤
渉
を
以
て
用
ふ
べ
し
。

調
子
は
さ
の
み
か
ゝ
れ
ば
、
身
な
り
に
癖
出
で
来
る
物
也
。
又
、
声
も
年
寄
り
て
、
損
ず
る
相
な
り
。

●
『
花
鏡
』﹇
一
調
・
二
機
・
三
声　

音
曲
開
口
初
声
﹈（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
八
四
頁
）

〈
宮
〉

急
尚
上
下
、
声
成
レ

文
、
謂
レ

音
レ

之
。〈
宮
〉

急
陰
。
地
・
呂
・
出
息
。
尚
陽
。
天
・
律
・
入
声
。
呂
律
合
レ

声
上
下
、
云
二

声
文
一

。
分
二

五
音
一

成
二

十
二

律
一

。
呂
六
、
律
六
。

　
（
頭
注
よ
り
）
五
音
の
宮
（
急
）
商
（
尚
）
を
、
毛
詩
大
序
の
「
情
発
二

於
声
一

、
声
成
レ

文
、
謂
二

之
音
一

」
と
、
そ
れ
に
注
し
た
『
鄭
箋
』
の
「
声
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成
レ

文
者
、
宮
商
上
下
相
応
」
と
を
混
じ
た
形
。

●
『
花
鏡
』﹇
音
習
道
之
事
﹈（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
一
〇
五
頁
）

漢
書
云
、「
十
二
律
、
本
来
、
律
暦
子
、
崑
論
山
行
、
男
鳳
声
・
女
鳳
声
聞
而
、
律
呂
ニ
ウ
ツ
ス
」
ト
云
々
。
律
ハ
男
鳳
声
、
陽
。
呂
ハ
女
鳳
声
、
陰
。

律
ハ
上
ヨ
リ
下
ル
声
、
入
声
。
呂
ハ
下
ヨ
リ
上
ル
声
、
出
声
。
律
ハ
機
ヨ
リ
出
声
、
呂
ハ
息
ヨ
リ
出
声
。
律
ハ
無
、
呂
ハ
有
。
然
者
、
律
ハ
主
、
呂

ハ
横
ナ
ル
ベ
キ
歟
。

　
（
頭
注
よ
り
）『
漢
書
』
律
暦
志
（
音
楽
・
暦
法
の
歴
史
）
に
、
黄
帝
が
伶
倫
に
命
じ
て
崑
崙
山
の
竹
を
採
取
さ
せ
て
十
二
管
を
作
り
、
雄
鳳
・
雌

鳳
の
声
を
聞
き
合
わ
せ
て
呂
六
・
律
六
の
十
二
律
を
制
定
し
た
由
が
見
え
る
。
そ
れ
を
、
律
暦
志
を
「
律
暦
子
」
な
る
人
物
と
し
て
誤
解
し
て
引
い

た
も
の
。「
律
ハ
上
ヨ
リ
」
…
以
下
は
『
漢
書
』
と
は
関
係
な
く
、
音
律
上
の
対
立
す
る
二
種
の
も
の
を
呂
と
律
に
配
当
し
た
形
。

 

時
の
調
子
・
呂
律
﹇
日
本
﹈

●
『
花
鏡
』﹇
舞
声
為
レ

根
﹈（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
八
七
頁
）

抑
、
舞
歌
と
者
、
根
本
、
如
来
蔵
よ
り
出
来
せ
り
、
と
云
々
。
ま
づ
、
五
臓
よ
り
出
づ
る
息
、
五
色
に
分
か
れ
て
、
五
音
・
六
調
子
と
な
る
。
双
調
・

黄
鐘
・
一
越
調
、
是
三
律
。
平
調
・
盤
渉
、
是
二
呂
。
無
調
は
、
律
呂
両
声
よ
り
出
で
た
る
用
の
声
な
り
。
し
か
れ
ば
、
五
臓
よ
り
声
を
出
す
〔
に
〕

五
体
を
動
か
す
人
体
、
是
舞
と
な
る
初
め
也
。

　

し
か
れ
ば
、
時
ノ
調
子
と
者
、
四
季
に
分
か
ち
、
又
、
夜
・
昼
十
二
時
に
、
を
の

く
、
双
・
黄
・
一
越
・
平
・
盤
の
、
そ
の
時
々
に
あ
た
れ
り
。

又
云
、
時
ノ
調
子
と
は
、
天
人
の
舞
歌
の
時
節
、
天
の
調
感
爰
に
移
り
て
通
ず
る
折
を
、
時
の
調
子
と
は
申
な
り
、
と
云
々
。

﹇
引
用
者
注
﹈
安
然
『
悉
曇
蔵
』
巻
第
二
（
大
正
蔵
八
四
巻
、
三
八
二
頁
中
）
で
は
、
一
越
條
（
宮
）・
平
條
（
商
）・
霜
條
（
角
）・
黄
鐘
條
（
徴
）・

盤
食
條
（
羽
）
が
す
べ
て
律
に
配
さ
れ
、後
世
の
雅
楽
や
声
明
の
「
呂
律
」
の
解
釈
と
は
異
な
る
＊
。
ま
た
、「
無
條
」
は
「
次
（
ン
）」（
断
金
ｄ
＃
）

と
「
五
」（
勝
絶
ｆ
・
下
無
ｆ
＃
）
の
笛
孔
に
配
し
、
こ
れ
ら
は
「
塩
梅
」
と
さ
れ
る
。「
無
條
（
無
調
）」
は
五
音
（
ｄ－

ｅ－

ｇ－

ａ－

ｂ
）
か
ら

派
生
し
た
音
（
用
＝
塩
梅
）
と
解
釈
す
べ
き
か
。『
申
楽
談
儀
』﹇
別
本
聞
書
﹈
に
は
、「
調
子
ニ
、
上
無
調
・
下
無
調
ト
云
ハ
、
用
ノ
声
ナ
リ
」
と
あ

る
（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
三
一
四
頁
）。
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＊
雅
楽
五
調
子
の
場
合
、
一
越
・
双
調
が
呂
、
平
調
・
黄
鐘
・
盤
渉
が
律
な
の
で
、『
花
鏡
』
の
解
釈
は
、
黄
鐘
以
外
、
す
べ
て
呂
律
が
逆
に

な
っ
て
い
る
。
六
調
子
の
場
合
は
太
食
調
を
呂
に
配
す
る
が
、『
花
鏡
』
で
は
「
六
調
子
」
と
し
な
が
ら
五
調
子
の
み
記
す
。
声
明
で
は
黄
鐘
調

を
中
曲
（
な
い
し
半
呂
半
律
）
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

●
『
習
道
書
』（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
二
三
七
頁
）

一　

笛
の
役
者
の
事
。
当
座
一
会
の
序
破
急
に
わ
た
り
て
調
感
を
な
す
、
一
大
事
の
曲
役
な
り
。
申
楽
い
ま
だ
始
ま
ら
ぬ
以
前
に
、
し
ば
ら
く
吹
き

静
め
て
、
初
楽
即
座
の
当
感
を
な
す
役
也
。
既
に
舞
歌
に
至
り
て
は
、
為
手
の
音
声
を
聞
き
合
は
せ
て
、
調
感
を
な
し
、
音
声
を
色
ど
る
べ
し
。

　

爰
に
、
笛
の
役
者
第
一
心
得
べ
き
道
あ
り
。
抑
、
笛
と
申
は
調
子
の
器
物
な
れ
ば
、
笛
を
本
と
す
べ
き
事
是
非
な
け
れ
共
、
一
座
の
成
就
を
な
す

べ
き
事
、
別
の
大
事
あ
り
。
楽
人
の
笛
な
ど
に
は
変
る
べ
き
故
実
あ
り
。
申
楽
笛
の
﹇
故
実
﹈
と
者
、
自
然
、
為
手
の
音
声
に
調
子
の
少
し
上
り
下

る
甲
乙
あ
る
べ
し
。
そ
れ
に
、
笛
を
本
な
れ
ば
と
て
、
本
調
子
の
ま
ヽ
に
、
心
も
な
く
吹
き
通
ら
ば
、
為
手
の
音
声
と
笛
の
調
子
と
、
不
同
な
る
べ

し
。
し
か
ら
ば
、
当
座
の
音
感
無
興
な
る
べ
し
。
さ
る
ほ
ど
に
、
た
ゞ
、
為
手
の
声
の
匂
ひ
に
応
じ
て
、
少
々
と
、
調
子
を
心
得
て
調
感
を
色
ど
れ

ば
、
一
座
の
調
子
違
ふ
と
は
聞
え
ず
。
た
ゞ
無
異
な
る
音
感
な
る
べ
し
。

　

又
、
為
手
の
調
子
の
﹇
少
し
﹈
上
り
下
る
事
、
是
又
、
さ
の
み
（
の
）
不
足
に
て
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
声
明
・
早
歌
な
ん
ど
だ
に
も
、
少
し
調
子

の
上
り
下
り
は
あ
る
も
の
也
。
申
楽
と
申
は
、
一
切
の
物
ま
ね
、
祝
言
・
ば
う
お
く
、
恋
慕
・
哀
傷
、
怨
み
・
怒
り
、
舞
・
は
た
ら
き
、
如
レ

此
の
音

声
さ
ま

く
な
れ
ば
、
覚
え
ず
し
て
調
子
の
上
り
下
る
事
あ
る
也
。
笛
吹
も
、
こ
の
道
を
心
得
て
、
為
手
の
音
声
に
従
ひ
て
、
こ
の
故
実
を
以
て
、

音
を
探
り
て
、
さ
て
、
舞
歌
の

あ
ら
ん
所
﹇
に
て
﹈、
本
調
子
﹇
に
﹈
捻
ぢ
合
は
せ
て
、
人
に
は
知
ら
せ
ぬ
や
う
に
調
感
を
つ
な
ぐ
事
、
是
、
申
楽

笛
の
道
な
る
べ
し
。（
是
、
申
楽
ノ
タ
メ
ノ
笛
ナ
レ
バ
也
）。

一
、
申
楽
は
物
ま
ね
の
気
転
に
よ
り
て
、
万
声
に
変
る
音
声
な
れ
ば
、
調
子
の
少
し
上
り
下
り
あ
ら
ん
は
、
さ
ら
に
為
手
の
不
足
に
は
あ
る
べ
か
ら

ず
。

　

昔
、
大
和
申
楽
に
、
名
生
と
申
笛
の
上
手
あ
り
し
也
。
京
極
の
道
与
入
道
殿
〈
佐
渡
判
官
と
云
〉「
申
楽
の
間
延
ぶ
る
は
悪
き
事
な
れ
共
、﹇
こ
の
﹈

名
生
が
笛
を
聞
く
程
は
、
時
節
の
移
る
を
も
忘
る
ヽ
ぞ
」
と
感
ぜ
ら
れ
た
る
ほ
ど
の
笛
の
堪
能
な
り
。

　

あ
る
時
、
神
事
申
楽
の
当
座
に
て
、
為
手
の
棟
梁
と
童
と
、
論
議
を
歌
ふ
時
、
そ
の
時
の
調
子
鸞
鏡
也
。
若
声
は
い
ま
だ
童
声
に
て
、
盤
式
が
か

り
に
上
り
て
行
く
。
為
手
の
声
は
鸞
鏡
な
り
。
そ
れ
に
数
々
の
論
議
を
謡
ふ
ほ
ど
に
、
両
人
の
調
子
不
同
に
し
て
、
無
興
に
な
る
べ
か
り
し
を
、
か
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の
名
生
、
笛
の
調
子
を
ば
、
も
と
よ
り
の
鸞
鏡
に
吹
き
な
が
ら
、
若
声
の
方
を
ば
、
調
子
を
少
し
心
し
て
、
盤
渉
が
か
り
に
色
ど
り
、
為
手
の
方
を

ば
本
調
子
の
鸞
鏡
に
吹
き
て
、
た
が
ひ
の
音
曲
無
異
に
聞
こ
え
て
、
当
座
も
面
白
か
り
き
。
さ
る
ほ
ど
に
、
か
や
う
に
吹
く
と
は
一
座
に
聞
き
知
る

人
も
な
か
り
し
を
、
そ
の
為
手
、
後
に
名
生
に
向
か
て
、「
今
日
の
笛
、
こ
と
に

く
神
変
に
て
候
つ
る
也
」
と
褒
美
し
た
り
（
し
）
時
、
名
生
申
や

う
、「
聞
き
出
だ
さ
れ
参
ら
せ
た
れ
ば
申
也
。
老
声
・
若
音
の
論
議
の
調
子
の
故
実
、
随
分
仕
立
候
也
」
と
申
た
り
き
。

　

是
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
老
若
の
﹇
調
子
﹈
を
変
へ
て
色
ど
り
た
る
ゆ
へ
に
、
老
若
の
調
子
一
音
に
連
曲
し
て
、
不
意
音
文
に
成
就
し
ぬ
。
是
即

ち
、「
治
ま
れ
る
世
の
声
」
に
相
当
し
て
、「
安
く
楽
し
む
」
声
﹇
に
て
﹈
や
あ
ら
ん
。
然
ば
、
如
レ

此
、
古
の
役
者
の
上
手
は
、
た
ゞ
一
座
の
為
手
の

感
を
本
と
し
て
、
即
座
一
興
の
成
就
を
〔
な
し
ヽ
事
〕、
当
代
ま
で
の
手
本
な
ら
ず
や
。
詩
序
云
、「
治
世
之
音
、
安
以
楽
」。

●
『
申
楽
談
儀
』（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
二
七
四
頁
）

一　

音
曲
の
こ
と
。
音
曲
と
は
能
の
性
根
也
。
さ
れ
ば
、
肝
要
又
此
道
也
。

音
曲
の
上
士
と
申
さ
ん
は
、
五
音
・
四
声
よ
り
、
呂
律
相
応
た
る
べ
し
。
五
音
相
通
の
こ
と
は
、
た
ゞ
習
ひ
知
る
べ
き
こ
と
の
み
な
ら
ず
と
い
へ
共
、

先
有
べ
き
分
際
は
習
学
し
て
、
祝
言
を
ば
い
づ
れ
の
調
子
・
声
を
以
て
言
ひ
、
悲
し
み
を
ば
い
づ
れ
の
声
に
て
言
ふ
と
、
道
を
分
て
知
ら
ず
は
有
る

べ
か
ら
ず
。
稽
古
の
次
第
と
云
は
、
先
、
わ
が
声
の
正
体
を
分
別
し
て
の
上
の
こ
と
な
り
。
さ
て
正
路
に
も
届
く
べ
し
。

●
『
申
楽
談
儀
』（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
二
七
五
頁
）

一　

祝
言
は
、
呂
の
声
に
て
謡
ひ
出
べ
し
。
深
き
習
ひ
有
べ
し
。
ま
さ
し
く
、
其
座
敷
に
て
の
時
の
調
子
は
有
も
の
也
。
此
座
敷
に
て
は
い
か
程
成

べ
き
が
よ
か
る
べ
き
と
、
勘
へ
見
る
べ
し
。
先
、
心
を
よ
く
そ
れ
に
な
せ
ば
、
一
日
二
日
稽
古
し
た
る
程
に
む
か
ふ
也
。
能
々
心
を
静
め
、
調
子
を

音
取
り
て
、
謡
ひ
出
す
べ
し
。

●
『
申
楽
談
儀
』﹇
別
本
聞
書
﹈（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
三
一
二
頁
）

宮
ハ
吐
ク
息
、
商
ハ
引
ク
息
也
。
吐
ク
声
ハ
地
、
引
ク
息
ハ
天
ナ
リ
。
律
ハ
天
、
呂
ハ
地
ナ
リ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
、
律
呂
ト
文
字
ヲ
バ
番
ウ
也
。
シ
カ

レ
ド
モ
、
今
現
在
ノ
人
間
、
地
ナ
レ
バ
、
呂
ノ
声
ニ
テ
祝
言
ヲ
バ
云
フ
ベ
キ
也
。
律
ヲ
バ
悲
シ
ミ
ノ
声
ト
云
ベ
キ
歟
。
根
本
、
天
ガ
本
ナ
レ
バ
、
律

ヲ
悦
ビ
ノ
声
ト
ハ
申
ベ
シ
。
コ
ノ
﹇
宮
・
商
﹈、
上
リ
下
ツ
テ
、
諸
体
ノ
曲
風
ヲ
ナ
ス
。
コ
レ
肝
要
ナ
リ
。
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●
『
五
音
三
曲
集
』〈
音
曲
説
2　

三
曲
余
論
〉（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
三
六
六
頁
）

呂
・
律
・
中
曲
。
呂
は
大
様
な
る
曲
、
皮
な
る
べ
し
。
律
は
利
々
め
け
る
姿
、
澄
み
上
る
曲
、
肉
な
る
べ
し
。
中
曲
は
細
か
に
ち
ゞ
み
曲
が
れ
る
急

曲
、
骨
な
る
べ
し
。
此
呂
・
律
・
中
曲
は
、
唱
声
よ
り
沙
汰
せ
ら
る
ゝ
事
な
る
を
、
私
に
取
り
合
わ
せ
た
る
儀
也
。
但
、
し
ば
ら
く
皮
・
肉
・
骨
の

在
所
を
さ
ゝ
ば
、
如
レ

此
な
る
べ
し
。
惣
、
音
曲
の
心
根
に
、
此
の
三
曲
を
洩
る
べ
か
ら
ず
。
節
の
一
句
に
も
、
曲
節
と
謡
ふ
所
に
、
此
三
曲
の
性
根

肝
要
た
る
べ
し
。
是
等
は
口
伝
あ
り
。

　

舞
歌
一
心
に
な
る
大
事
と
い
ふ
も
、
舞
は
音
曲
よ
り
お
こ
れ
り
。
音
曲
は
息
よ
り
お
こ
る
。
息
は
五
臓
よ
り
出
づ
れ
ば
、
舞
風
の
根
源
、
此
三
曲

な
り
。
又
是
、
秘
々
中
の
大
事
、
口
伝
な
る
べ
し
。

●
『
至
道
要
抄
』﹇
八
音
説　

1　

祝
言
音
﹈（『
世
阿
弥 

禅
竹
』、
四
一
八
頁
）

第
一
、
祝
言
音
者
、
を
の
れ
〳
〵
と
備
は
れ
る
声
の
、
そ
の
ま
ゝ
な
る
位
也
。
た
と
へ
ば
、
管
絃
糸
竹
に
於
き
て
も
、
吹
出
す
竹
の
生
得
の
声
、
調

べ
出
す
糸
の
声
あ
り
。
其
調
子
よ
り
、
次
第
に
曲
風
に
移
り
行
て
、
色
々
さ
ま
ざ
ま
の
感
声
あ
る
べ
し
。
宮
商
上
下
て
、
声
文
を
な
す
。
是
を
音
と

い
へ
り
。
然
者
、
宮
の
声
、
ま
づ
時
の
調
子
よ
り
出
づ
る
声
に
て
、
正
し
き
位
也
。
是
を
祝
言
音
と
可
レ

得
レ

意
。
当
道
に
取
て
は
、
い
づ
れ
と
定
め

が
た
し
。
雖
レ

然
、
し
ゐ
て
是
を
定
め
ば
、
祝
言
開
口
な
る
べ
し
。
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